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研究成果の概要（和文）：歯周病原菌の感染により、唾液の活性酸素 (O2
・－ ) に対する消去能

の亢進が認められた。これは、口腔環境の恒常性を維持するため誘導される現象である可能性

が示唆された。さらに、O2
・－ に対する消去能測定は今後客観的な歯周疾患診断や予後判定に

対する新規指標として確立が可能であることが考えられた。                   

研究成果の概要（英文）：The periodontal pathogenic bacteria infection was found to increase 

in reactive oxygen species (O2
・－) scavenging ability of saliva. This phenomenon has been 

suggested that induced to maintain homeostasis of the oral environment. In addition, O2
・－

scavenging for the measurement was considered that it is possible to establish a novel 

prognostic indicator and an objective diagnosis of periodontal disease in the near future. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、唾液を用いた歯周疾患に関
わる研究は行われているが、これ
は唾液中に放出された酸化スト
レスにより生じた歯周組織の 
DNA 損傷物を測定するものであ
る。しかしこの方法では、歯周疾
患の罹患程度の推定を行うこと
が可能であっても、歯周疾患に罹
患する予知性、あるいは歯周疾患

予防を行うことはできない。した
がって採取に無侵襲な唾液を用
い、歯周疾患評価を目的とした数
値化可能な指標の構築・治療への
応用が急務であると考え、このよ
うな背景から標記課題を着想す
るに至った。 

 

２．研究の目的 
歯周疾患の罹患状態・進行程度を
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把握し、ROS の消去能と歯周疾
患との相関について関連性を精
査し、その確立を研究目的とする。
さらに、加齢変化にともなう唾液
量変化を測定し、その唾液のもつ
抗酸化能と加齢との相関関係に
ついても明らかにし研究期間内
の標記課題達成と、新しい知見の
開拓を目指す。 

 

３．研究の方法 

（1）電子スピン共鳴法を用いて唾液の抗酸
化能を測定する。 

 

（2）抗酸化能と歯周疾患 index との相関性
の解析を行う。 

 

（3）歯周病原菌感染ラットを作成し、歯周
疾患罹患状態に対しての唾液の抗酸化能を
モニタリングする。また、歯周疾患罹患の確
認および解析 (骨吸収評価) は、マウス顎骨
を通法に従って軟組織を除去し、歯槽骨吸収
レベルの測定により行う。 

 

（4）ボランティアに対して 2 ヶ月間の抗酸
化食品の摂取を行い、その後の唾液抗酸化能
と歯周疾患の相関性を検討する。 

 
４．研究成果 
（1）唾液の抗酸化能の解析 

① スーパーオキサイドアニオンラジカ
ル (O2

・－) に対する消去能の解析：
O2

・－は二酸化チタン光触媒反応に過
酸化水素を添加することにより産生
させ、さらに O2

・－の捕捉剤として
5-(2 、 2-dimethyl-1 、 3-propoxy 
cyclophosphoryl)-5-methyl-1-pyrr
oline N-oxide (CYPMPO) を用い、発
生系に唾液を添加することにより
O2

・－に対する抗酸化能を解析した。
その結果、被験唾液全てにおいて
27.3～85.1％の O2

・－消去能が確認さ
れた。 

② ヒ ド ロ キ シ ル ラ ジ カ
ル  ( O H ・ )  に対する消去能の
解析：OH・ は二酸化チタン光触媒反
応に過酸化水素を添加することによ
り産生させ、さらに OH・の捕捉剤と
して CYPMPO を用い、発生系に唾液を
添加することにより OH・ に対する抗
酸化能を解析した。その結果、被験
唾液全てにおいて 9.4～94.5 ％の
OH・消去能が確認された。 

 
（2）唾液抗酸化能と歯周疾患評価関連
指標の関連性の解析 

① 年齢との相関性：O2
・－、OH・消去能は

年齢の増加とともに上昇傾向が観察

された。 
② Community Periodontal Index (CPI) 

との相関性：O2
・－、OH・ともに認めら

れなかった。 
③ Probing Depth: O2

・－、OH・消去能は
Probing Depthの増加とともに上昇傾
向が観察された。 

 
（3）歯周病原菌感染による唾液抗酸化能の変
化 
Wistar ラットに対しPorphyromonas 
Gingivalis (PG) を感染させ、その後 
Isoproterenol + Pirocarpine により唾液腺
を刺激し、分泌した唾液を採取後、電子スピ
ン共鳴法により唾液抗酸化を測定した結果、
PG 感染群において PG 非感染群と比較し有
意にO2

・－ に対する消去能が亢進した (p < 
0.05)。また、HO・に対する消去能に変化は認
められなかった。 
 
（4）抗酸化剤を用いた唾液 ROS 消去能の
向上と新規指標の構築 
 ボランティアに対し FPP を 60 日間投与
した結果、O2

・－ に対する消去能は有意に低下
したがHO・に対しては有意に増加した。また、
FPP 摂取により pocket depth のわずかな減
尐、および刺激時唾液量 (ガムテスト) の増
加が認められた。 
 
以上より、唾液の O2

・－ に対する消去能の亢
進は PG 感染により炎症が惹起された結果、 
O2

・－ を消去することで口腔環境の恒常性を
維持するため誘導される現象である可能性
が示唆された。そして抗酸化剤投与により 
O2

・－ に対する消去能の低下を認めたが、恒常
的に生体内で細菌などによる炎症性刺激が
生じた場合、抗酸化剤は唾液抗酸化能や唾液
分泌量に変化を生じさせ、その結果歯周疾患
改善や進行抑制が可能であることを推察さ
せた。加えて、O2

・－ に対する消去能測定は今
後客観的な歯周疾患診断や予後判定に対す
る新規指標として確立可能であることが考えられ

た。 
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